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配管の解析計算フロー A3 拡大版 エムエス配管解析技術

  水野 貞男

１．まえがき

本文第 4 章 4.1 節に掲載の「配管の解析計算フロー」（図 4.1-1）は，縮小しているため見づらいので，A3 拡

大版を本資料にて提示します。

２．解析計算フロー（図 4.1-1）

次葉に A3 拡大版を示します。

この図は，本文の図をコピーし，A3 用紙に貼り付けて拡大し，更に横方向に少し引き延ばしたものです。
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